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新規労働力の開拓に向けて

  　（１） （毎月１回１日発行） 昭和４５年１月１３日第三種郵便物認可 全 国 浴 場 新 聞 平成２０年８月１日 第４６９号

発行所

全国公衆浴場業生活
衛生同業組合連合会

東京都千代田区
東神田１－１０－２

ＴＥＬ０３（５６８７）２６３５
購読料　１部  １００円

価格（円）組合価格（円）組合

１２０,７５０滋賀県１１５,５００北海道

１２２,３２５京都府１０８,０００青森県

１０９,２００大阪府１１２,０００岩手県

１２９,０００兵庫県１１７,０００宮城県

１０９,２００奈良県１２０,０００秋田県

１１３,５００和歌山県１２６,０００福島県

１２０,０００岡山県１３５,０００栃木県

１２０,０００広島県１２２,０００埼玉県

１１６,５００鳥取県１２０,０００群馬県

１０５,０００山口県１２４,６３５千葉県

１１３,４００香川県１２１,８００東京都

１１５,０００愛媛県１１９,０００神奈川県

１２４,９５０徳島県１２５,５８０山梨県

１１６,５００高知県１２４,０００長野県

１２３,０００福岡県１２５,０００新潟県

１２０,７５０長崎県１２１,２７５静岡県

１３３,３５０佐賀県１２１,８００愛知県

１２０,０００大分県１２２,３２５岐阜県

１２５,０００熊本県１２６,０００三重県

１１４,０００宮崎県１２０,０００石川県

１１０,０００鹿児島県１２１,８００富山県

１１９,７４７平均１１９,０００福井県

都道府県別Ａ重油購入価格

　世界的な原油価格高騰の影響を受け、公衆浴場

が主に使用するＡ重油もかつてないほどの高価格

となり、一段と浴場経営を圧迫している。

　全浴連では、これからも厚生労働省を始め関係

方面に対し、浴場業の実情に合った対策を速やか

に実施するよう強く要望していく。

　今回、都道府県別Ａ重油購入価格の調査を行っ

たので、参考にしていただきたい。

（平成２０年７月１日現在　１旭当り　消費税込）

り
、
有
意
義
な
情
報
交
換
会

が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
後
、
桂
福
若
師
匠
に

よ
る
落
語
会
で
爆
笑
。
最
後

に
、
次
期
開
催
に
決
ま
っ
た

兵
庫
県
の
月
山
昇
商
理
事
長

の
挨
拶
、
坂
本
廣
志
常
任
幹

事
（
大
阪
府
浴
組
常
務
）
の

挨
拶
で
閉
会
し
た
。

約
。
　
奈
良
県
①
中
学
生
等
の
利

用
者
確
保
の
た
め
の
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
チ
ー
ム
の
発
足
。

　
大
阪
府
①
健
康
入
浴
事
業

の
継
続
、
②
重
油
高
騰
対
策

＝
ガ
ス
化
・
代
替
燃
料
・
省

エ
ネ
等
の
情
報
収
集
・
検
討

会
の
開
催
な
ど
の
説
明
が
あ

（
大
阪
府
浴
組
副
理
事
長
）、

副
議
長
に
は
月
山
昇
商
副
会

長
（
兵
庫
県
浴
組
理
事
長
）

を
選
任
、
議
事
が
す
す
め
ら

れ
平
成
十
九
年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
、
役
員
改
選
、

平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
案
、

収
支
予
算
案
、
次
期
定
期
総

会
開
催
地
案
が
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。
次
期
総
会
開
催

地
は
兵
庫
県
と
決
ま
っ
た
。

　
引
き
続
き
各
府
県
組
合
の

浴
場
活
性
対
策
等
の
取
組
み

に
つ
い
て
、
京
都
府
①
子
育

て
支
援
＝
毎
月
　
日
、
中
人

２６

小
人
無
料
、
②
銭
湯
ふ
れ
あ

い
デ
ー
＝
　
月
　
・
　

日
に

１０

２６

２７

感
謝
を
込
め
て
、
く
じ
引
き

で
景
品
を
提
供
。

　
兵
庫
県
①
子
育
て
応
援
＝

月
１
回
、
幼
児
無
料
、
②
重

油
高
騰
に
よ
り
浴
場
の
ガ
ス

化
（
環
境
対
策
）、
③
健
康
入

浴
推
進
事
業
の
実
施
。

　
福
井
県
①
浴
槽
水
の
検
査

を
組
合
事
業
と
し
て
一
括
契

事
の
ご
祝
辞
を
桐
山
晴
光
大

阪
府
環
境
衛
生
課
長
が
「
公

衆
浴
場
は
大
変
厳
し
い
経
営

環
境
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
清
潔
維
持
や
疲
労
回
復

は
も
と
よ
り
、
地
域
社
会
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
柱

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
魅
力
あ
る
施
設
と

し
て
繁
栄
を
遂
げ
ら
れ
ま
す

よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
」

と
代
読
し
た
。
続
い
て
平
松

邦
夫
大
阪
市
長
の
ご
祝
辞
を

辻
隆
司
大
阪
市
健
康
福
祉
部

保
健
主
幹
が
「
浴
場
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
公
衆
浴
場
は
、
保
健
衛
生

に
お
け
る
健
康
保
持
は
も
ち

ろ
ん
、
精
神
的
な
安
ら
ぎ
を

も
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
清

潔
で
魅
力
あ
る
施
設
づ
く
り

を
通
じ
業
界
の
繁
栄
、
発
展

を
ご
期
待
し
ま
す
」
と
代
読

し
た
。

　
議
長
に
浦
田
充
副
会
長

　
近
畿
浴
場
組
合
連
合
会
の

平
成
二
十
年
度
定
期
総
会
が

七
月
七
日
午
後
二
時
か
ら
大

阪
市
北
区
の
「
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
」に
お
い
て
、

近
畿
の
各
組
合
よ
り
　
名
が

８８

参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
（
写

真
）。

　
は
じ
め
に
近
浴
連
の
西
田

實
会
長
が
「
私
ど
も
懸
命
の

努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
銭
湯

経
営
は
厳
し
く
な
る
ば
か
り

で
、
と
り
わ
け
昨
今
の
重
油

の
高
騰
は
異
常
で
あ
り
銭
湯

経
営
を
否
定
す
る
様
相
を
呈

し
て
お
り
ま
す
。
先
行
き
不

安
は
募
る
ば
か
り
で
す
が

我
々
に
と
っ
て
銭
湯
は
世
業

で
す
。
必
死
に
な
っ
て
頑
張

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
挨

拶
。
次
に
橋
下
徹
大
阪
府
知

近
畿
連
合
会
定
期
総
会

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
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「
生
活
衛
生
営
業
振
興
推
進
事
業
」
報
告
書

   高
齢
者
・
障
害
者
・
留
学
生
の
雇
用
実
例

存
在
が
成
功
要
因
に
な
っ
て

い
る
が
、
授
産
施
設
も
派
遣

事
業
に
は
参
加
し
て
い
る
。

　
知
的
障
害
者
は
清
掃
作
業

を
受
け
入
れ
る
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
納
得
す
れ
ば
積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
。
丁
寧
に

や
り
す
ぎ
る
こ
と
が
あ
る
く

ら
い
で
、
清
掃
作
業
に
向
い

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
手
抜

き
は
絶
対
に
な
い
と
い
っ
て

よ
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し

浴
場
が
変
わ
る
と
対
応
で
き

な
い
こ
と
が
多
く
、
は
じ
め

か
ら
教
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

湯
を
知
る
こ
と
が
留
学
生
の

知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
た
こ

と
も
成
功
に
大
い
に
影
響
し

て
い
る
。
ピ
ュ
ア
錦
湯
で
は

労
働
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

祭
事
に
も
留
学
生
が
家
族
で

参
加
し
て
お
り
、
地
域
住
民

と
の
交
流
も
留
学
生
に
は
有

意
義
な
活
動
に
な
っ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

〈
知
的
障
害
者
の
就
労
〉

　
京
都
で
は
知
的
障
害
者
の

清
掃
作
業
が
成
功
し
て
い

た
。
し
か
も
経
営
委
託
も
実

現
さ
せ
、
年
中
無
休
で
開
店

し
て
、
収
益
も
伸
ば
し
て
い

る
。
夢
工
房
と
い
う
会
社
の

る
。
ま
た
脱
衣
場
に
向
い
た

従
来
型
の
番
台
で
は
女
性
の

高
齢
者
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

〈
外
国
人
留
学
生
の
就
労
〉

　
留
学
生
雇
用
に
成
功
し
て

い
た
の
が
、
札
幌
の
ピ
ュ
ア

錦
湯
で
あ
る
。
ピ
ュ
ア
錦
湯

で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の

留
学
生
が
就
労
し
て
お
り
、

帰
国
に
際
し
て
後
輩
を
紹
介

し
、
日
本
語
が
上
達
し
た
先

輩
を
通
し
て
浴
場
主
と
意
思

疎
通
が
で
き
る
こ
と
が
成
功

要
因
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

単
な
る
経
済
行
為
と
し
て
の

就
労
で
は
な
く
、
典
型
的
な

日
本
文
化
の
一
つ
で
あ
る
銭

　
経
済
的
基
盤
の
提
供
で
あ

る
か
ら
、
当
然
、
賃
金
が
重

要
な
問
題
で
あ
る
。
賃
金
決

定
は
浴
場
側
の
支
払
い
能
力

と
作
業
者
の
仕
事
の
量
と
質

で
決
ま
る
。
そ
の
た
め
、
こ

こ
で
論
ず
る
問
題
で
は
な
い

が
、
作
業
者
の
意
欲
を
引
き

出
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
一
応
の
水
準

は
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
法
律
で
定
め
ら
れ
た
最

低
賃
金
は
遵
守
す
べ
き
で
あ

る
。

〈
高
齢
者
の
就
労
〉

　
高
齢
者
の
就
労
は
、
高
齢

者
の
希
望
に
も
よ
る
が
、
清

掃
よ
り
も
フ
ロ
ン
ト
や
番
台

業
務
が
主
体
に
な
る
可
能
性

が
高
い
。
清
掃
は
、
体
力
的

に
無
理
な
高
齢
者
が
多
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
っ
と

も
時
間
的
に
は
制
約
が
少
な

く
、
自
主
管
理
も
可
能
な
こ

と
か
ら
、
体
力
さ
え
問
題
が

な
け
れ
ば
深
夜
の
清
掃
作
業

を
委
託
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。

　
フ
ロ
ン
ト
業
務
で
は
ト
ラ

ブ
ル
発
生
時
に
も
対
応
可
能

で
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
の
解
消

法
さ
え
伝
え
て
お
け
ば
、
浴

場
主
の
代
り
は
十
分
つ
と
ま

　
公
衆
浴
場
で
の
清
掃
作
業

は
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
た
環

境
を
目
指
す
も
の
で
は
な

い
。
作
業
環
境
の
慣
れ
、
障

害
の
回
復
、
自
信
や
意
欲
の

増
大
に
見
合
っ
て
、
作
業
場

面
は
拡
大
し
て
い
く
。
京
都

で
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
全
面

的
な
経
営
委
託
に
ま
で
至
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。
状
況

が
改
善
さ
れ
、
社
会
と
の
統

合
（
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
）
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に

す
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

　
公
衆
浴
場
が
提
供
す
る
就

労
の
場
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て

自
立
が
実
現
で
き
る
と
は
い

え
な
い
だ
ろ
う
が
、
自
立
へ

の
一
助
に
な
ろ
う
。
社
会
的

弱
者
が
自
信
と
意
欲
を
も
つ

こ
と
が
自
立
へ
の
第
一
歩
で

あ
る
。
経
済
的
基
盤
の
一
端

を
確
保
し
て
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
移
行
で
き
る
呼
び
水
と

な
る
の
が
、
こ
の
清
掃
事
業

で
あ
る
。

　
公
衆
浴
場
業
者
は
こ
の
清

掃
作
業
の
委
託
を
、
単
な
る

労
働
力
の
確
保
と
と
ら
え
る

べ
き
で
は
な
い
。
社
会
的
弱

者
と
と
も
に
、
す
べ
て
の

人
々
が
共
存
し
う
る
社
会
を

建
設
す
る
こ
と
に
協
力
す
る

活
動
で
あ
る
こ
と
を
、
強
く

認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
う

し
た
認
識
が
就
業
者
の
意
欲

を
喚
起
し
、
作
業
能
率
の
向

上
を
引
き
出
す
こ
と
に
な
ろ

う
。
　
さ
ら
に
作
業
者
の
真
摯
な

努
力
が
地
域
社
会
の
共
感
を

生
み
出
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
再
生
を
促
し
、
ひ
い
て

は
公
衆
浴
場
の
活
性
化
に
も

寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
庶

民
と
と
も
に
歩
む
公
衆
浴
場

の
原
点
を
実
現
す
る
場
、
と

い
う
理
念
に
立
つ
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

る
。
　
京
都
市
で
は
数
年
前
か
ら

知
的
障
害
者
を
雇
用
し
て
成

果
を
あ
げ
て
き
て
お
り
、
そ

の
活
動
は
国
民
生
活
金
融
公

庫
の
月
報
な
ど
で
も
報
告
さ

れ
注
目
さ
れ
て
き
た
。
今
回

は
「
船
戸
湯
」「
洛
陽
湯
」「
弁

慶
湯
」「
梅
の
宮
湯
」
の
四
カ

所
で
の
障
害
者
雇
用
が
レ
ポ

ー
ト
さ
れ
て
い
る
。

　
札
幌
市
の
公
衆
浴
場
で
は

労
働
力
確
保
の
た
め
様
々
な

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る

が
今
年
二
月
一
日
、
二
日
に

「
大
学
湯
」「
ピ
ュ
ア
錦
湯
」

「
琴
似
温
泉
」
で
実
地
調
査

が
行
な
わ
れ
た
。

　
「
ピ
ュ
ア
錦
湯
」
で
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
留
学
生
の
就

労
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
東
京
都
で
は
港
区
に
あ
る

公
設
民
営
の
公
衆
浴
場
「
ふ

れ
あ
い
の
湯
」
で
精
神
障
害

者
に
よ
る
清
掃
作
業
の
実
験

が
三
日
間
に
わ
た
っ
て
行
な

わ
れ
た
。

　
「
高
齢
者
・
障
害
者
就
労

の
し
く
み
」
の
あ
と
、「
雇
用

促
進
へ
の
対
応
策
」
と
し
て

提
言
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

の
で
概
略
を
以
下
に
紹
介
す

る
。

〈
就
労
機
会
の
提
供
の
意

義
〉

と
に
よ
り
、
地
域
と
住
民
と

の
共
生
が
図
ら
れ
、
さ
ら
に

公
衆
浴
場
が
一
層
活
性
化
さ

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

し
て
全
浴
連
が
実
施
し
た
も

の
だ
が
、
地
域
社
会
で
の
雇

用
促
進
に
公
衆
浴
場
が
深
く

か
か
わ
り
、
活
用
さ
れ
る
こ

　
こ
の
報
告
書
は
全
国
生
活

衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
、
平
成
十
九
年
度
生
活

衛
生
営
業
振
興
推
進
事
業
と

　
「
公
衆
浴
場
に
お
け
る
新
規
労
働
力
の
開
拓
に
向
け
て
」
―
高
齢
者
・
障
害
者
・

留
学
生
の
雇
用
実
例
の
報
告
と
考
察
―
と
題
す
る
小
冊
子
が
作
成
さ
れ
、
全
国
各
組

合
に
配
布
さ
れ
た
。
京
都
市
、
札
幌
市
、
東
京
都
の
三
地
区
で
の
モ
デ
ル
事
業
の
取

り
組
み
事
例
、
雇
用
促
進
へ
の
対
応
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
。

　
我
が
家
の
小

庭
に
不
要
と
な

っ
た
陶
器
の
火

鉢
に
、
蓮
と
金

魚
が
共
生
し
て

い
ま
す
。
八
月

の
声
と
共
に
紫
が
か
っ
た
淡

い
ピ
ン
ク
色
の
花
が
三
輪
、

大
き
く
開
い
て
い
ま
す
。
花

の
間
か
ら
の
ぞ
く
と
金
魚
の

紅
い
色
が
水
面
に
浮
び
、

仲
々
一
興
の
あ
る
風
情
で

す
。
東
京
で
蓮
と
い
え
ば
上

野
の
不
忍
池
が
有
名
で
す
▼

か
つ
て
上
野
の
近
く
で
銭
湯

を
営
ん
で
い
た
母
方
の
祖
父

は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て

早
朝
の
散
歩
時
に
、
蓮
の
つ

ぼ
み
が
ポ
ン
と
音
を
出
し
て

開
花
す
る
の
を
み
た
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
蓮
は
ど
こ

か
神
秘
的
な
感
じ
の
す
る
花

で
す
。
大
賀
博
士
が
東
大
検

見
川
厚
生
農
場
か
ら
発
掘
し

た
二
千
年
前
の
ハ
ス
の
実
を

種
々
の
困
難
を
克
服
し
て
見

事
に
開
花
さ
せ
た
こ
と
は
、

そ
の
神
秘
性
を
さ
ら
に
高
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
二

千
年
前
の
命
が
復
活
し
た
こ

と
は
、
驚
が
く
以
外
の
何
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
▼
こ
の

こ
と
か
ら
み
て
も
、
古
代
か

ら
蓮
の
花
は
存
在
し
た
も
の

で
、
古
事
記
や
万
葉
集
に
も

登
場
し
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
万
葉
集
に
あ
る
「
ひ
さ

か
た
の
雨
も
降
ら
ぬ
か
 蓮
  葉
 

は
ち
 す
は

に
 渟
 れ
る
水
の
玉
に
似
た
る

た
ま

見
む
」
蓮
葉
に
清
ら
か
に
光

る
水
滴
に
、
は
か
な
い
清
ら

か
な
命
を
歌
い
込
ん
だ
も
の

で
す
。
仏
教
の
世
界
で
も
蓮

の
花
は
清
純
な
も
の
と
し
て

仏
様
の
台
座
や
蓮
池
を
通
し

て
極
楽
世
界
を
演
出
し
て
い

ま
す
。
蓮
池
と
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
湯
舟
の
中
で
命
の
在

り
様
を
ゆ
っ
く
り
と
考
え
て

み
た
い
も
の
で
す
。

山
口
県
組
合
 

料

金

改

正

　
山
口
県
組
合
（
吉
本
太
一

理
事
長
）
は
、
大
人
料
金
を

三
九
〇
円
（
旧
三
六
〇
円
）

に
引
き
上
げ
、
七
月
一
日
か

ら
実
施
し
て
い
る
。

　
な
お
、
中
人
料
金
一
五
〇

円
、
小
人
料
金
八
〇
円
は
据

え
置
き
と
な
っ
て
い
る
。

高
知
県
組
合

料

金

改

正

　
高
知
県
組
合
（
森
澤
林
平

理
事
長
）
は
、
大
人
料
金
を

三
六
〇
円
（
旧
三
三
〇
円
）、

中
人
料
金
を
一
五
〇
円
（
旧

一
三
〇
円
）
に
引
き
上
げ
、

七
月
十
五
日
か
ら
実
施
し
て

い
る
。

　
な
お
、
小
人
料
金
六
〇
円

は
据
え
置
き
と
な
っ
て
い

る
。神

奈
川
県
組
合

料

金

改

正

　
神
奈
川
県
組
合
（
高
橋
清

隆
理
事
長
）
は
、
大
人
料
金

を
四
五
〇
円
（
旧
四
三
〇
円
）

に
引
き
上
げ
、
八
月
一
日
か

ら
実
施
す
る
。

　
な
お
、
中
人
料
金
百
八
十

円
、
小
人
料
金
八
十
円
は
据

え
置
き
と
な
っ
て
い
る
。

京
都
府
組
合

料

金

改

正

　
京
都
府
組
合
（
小
中
晃
司

理
事
長
）
は
、
大
人
料
金
を

四
一
〇
円
（
旧
三
九
〇
円
）

に
引
き
上
げ
、
八
月
一
日
か

ら
実
施
す
る
。

　
な
お
、
中
人
料
金
一
五
〇

円
、
小
人
料
金
六
〇
円
は
据

え
置
き
と
な
っ
て
い
る
。

大
臣
官
房
人
事
課
を
ふ
り
だ

し
に
、
厚
生
省
年
金
局
年
金

課
課
長
補
佐
、
広
島
市
民
生

局
福
祉
部
社
会
課
長
、
厚
生

省
薬
務
局
審
査
課
課
長
補
佐
、

厚
生
省
児
童
家
庭
局
企
画
課

課
長
補
佐
、
厚
生
労
働
省
職

業
安
定
局
高
齢
・
障
害
者
雇

用
対
策
部
障
害
者
雇
用
対
策

課
調
査
官
、
厚
生
労
働
省
大

臣
官
房
総
務
課
企
画
官
、
社

会
保
険
庁
運
営
部
医
療
保
険

課
長
な
ど
を
歴
任
、
今
回
の

異
動
で
厚
生
労
働
省
健
康
局

生
活
衛
生
課
長
に
着
任
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
は
七
月
十
一

日
付
で
、
健
康
局
生
活
衛
生

課
長
に
中
垣
英
明
氏
の
後
任

と
し
て
松
岡
正
樹
氏
の
人
事

異
動
を
発
令
し
た
。

　
松
岡
氏
は
昭
和
三
十
四
年

十
月
二
十
九
日
生
ま
れ
、
四

十
八
歳
。

　
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、

厚
生
省
に
入
省
。
同
年
四
月

生
活
衛
生
課
長
に
松
岡
正
樹
氏

旺

王

欧

翁

横

横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

厚
生
労
働
省
人
事
異
動

椙
頗

菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅

ロ
ッ
ク
会
長
の
中
島
福
岡
県

組
合
理
事
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
早
速
議
事
に
入
っ
た
。

　
重
油
の
価
格
高
騰
問
題
に

つ
い
て
は
各
県
か
ら
重
油
料

金
の
報
告
、
具
体
的
取
り
組

み
等
の
情
報
交
換
が
あ
り
、

県
・
市
な
ど
行
政
に
強
力
に

ア
タ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
一
致

し
た
。

　
ま
た
将
来
的
に
環
境
問
題

等
考
え
る
と
ガ
ス
化
に
踏
み

切
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ

で
あ
る
と
の
意
見
も
で
た
。

　
そ
の
他
、
入
浴
料
金
の
値

上
げ
の
是
非
、
基
幹
設
備
に

対
す
る
補
助
、
各
県
で
す
す

め
ら
れ
て
い
る
健
康
入
浴
推

進
事
業
な
ど
に
つ
い
て
報
告

や
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
っ

た
。

岡
市
内
で
午
後
一
時
か
ら
開

か
れ
た
（
写
真
）。
西
日
本
ブ

　
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
長

会
が
七
月
八
日
、
福
岡
県
福

西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
長
会

浴場での清掃作業
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鞠
吉

蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻

寒
刊

苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅

蝉
し
ぐ
れ
納
骨
堂
の
扉
が
し
ま
り北

浦
賀
代
子

品
書
き
の
金
の
縁
取
り
鱧
尽
く
し

鬼
灯
市
ま
だ
青
き
ま
ま
零
れ
を
り中

江
　
司
郎

空
映
し
空
よ
り
碧
き
し
ゃ
ぼ
ん
玉

水
打
っ
て
暖
簾
を
揚
げ
る
ま
で
の
刻明

円
の
ぼ
る

散
髪
は
妻
の
手
に
な
る
青
簾

お
ち
あ
ふ
て
鱧
一
箸
や
京
料
理

安
川
恵
美
子

鱧
食
べ
て
天
神
橋
を
渡
り
け
り

水
無
月
や
義
太
夫
の
声
高
ひ
び
き奥

野
　
千
秋

一
枚
の
扉
を
押
し
て
涼
し
さ
よ

鮎
食
め
ば
鮎
通
の
父
憶
ふ
か
な

谷
下
　
一
玄

裏
庭
の
方
の
風
鈴
鳴
っ
て
を
り

こ
の
ま
ま
の
齢
で
ゐ
た
し
し
ろ
絣（
か
す
り
）

阿
戸
　
敏
明

鉾
建
て
の
縄
す
る
す
る
と
の
ぼ
り
け
り

竹
伐
会（
た
け
き
り
え
）眉
濃
き
僧
を
先
立
て
て

林
　
な
つ
を

川
 床
  涼
 し
激
り
て
も
水
や
は
ら
か
く

貴
 
船

甚
平
を
着
て
長
命
の
相
と
な
る

谷
口
欣
二
郎

揚
羽
蝶
庭
さ
は
が
し
く
な
り
に
け
り

蛇
の
衣
昭
和
も
す
で
に
ひ
と
む
か
し河

隅
　
恵
子

川
床
座
敷
五
臓
六
腑
の
扉
を
開
く

長
  野
  県
　
堀
内
　
宏
一

長
  野
  県
　
尾
澤
　
博
祐

三
  重
  県
　
渡
邊
　
重
雄

滋
  賀
  県
　
越
前
　
正
弘

大
  阪
  府
　
青
山
　
金
治

大
  阪
  府
　
平
沢
　
忠
雄

大
  阪
  府
　
渡
内
　
　
彰

大
  阪
  府
　
本
屋
敷
洋
二

兵
  庫
  県
　
三
戸
田
　
崇

兵
  庫
  県
　
空
田
　
保
雄

兵
  庫
  県
　
河
井
　
清
一

広
  島
  県
　
山
本
　
早
登

広
  島
  県
　
和
瀬
　
廣
美

長
  崎
  県
　
泊
　
　
眞
吾

  　
　
　
　
　
　
以
上
二
八
名

栃
  木
  県
　
委
文
　
基
次

群
  馬
  県
　
池
上
　
益
雄

群
  馬
  県
　
小
川
　
昭
芳

東
  京
  都
　
長
沼
徳
太
郎

東
  京
  都
　
田
村
　
保
義

東
  京
  都
　
銭
元
　
伸
一

東
  京
  都
　
坂
井
　
幸
二

東
  京
  都
　
稲
田
　
盛
行

神
奈
川
県
　
藤
井
　
賢
一

神
奈
川
県
　
安
藤
　
重
男

神
奈
川
県
　
石
高
　
末
二

北
  海
  道
　
田
中
　
睦
信

岩
  手
  県
　
山
尾
　
ム
メ

宮
  城
  県
　
前
田
　
邦
子

大
  分
  県
　
河
原
マ
リ
子

  　
　
　
　
　
　
以
上
二
〇
名
 

広
  島
  県
　
山
本
美
智
子

鳥
  取
  県
　
川
木
　
圭
子

福
  岡
  県
　
服
部
冨
士
子

愛
  知
  県
　
宮
田
　
和
男

石
  川
  県
　
宮
本
　
孫
英

富
  山
  県
　
腰
本
　
貴
士

福
  井
  県
　
岩
崎
　
博
司

京
  都
  府
　
松
井
　
博
隆

大
  阪
  府
　
大
和
　
教
幸

兵
  庫
  県
　
田
畠
　
博
幸

奈
  良
  県
　
大
西
　
弘
一

北
  海
  道
　
斉
藤
　
清
勝

千
  葉
  県
　
前
田
　
勝
彦

東
  京
  都
　
魚
津
　
光
久

東
  京
  都
　
伊
藤
　
　
林

神
奈
川
県
　
山
口
　
　
繁

神
奈
川
県
　
砂
辺
　
信
治

長
  野
  県
　
宮
下
　
憲
治

愛
  知
  県
　
杉
本
美
代
子

愛
  知
  県
　
柴
田
　
道
夫

岐
  阜
  県
　
豊
長
　
熹
嗣

石
  川
  県
　
納
谷
　
悦
郎

富
  山
  県
　
井
田
　
豊
之

福
  井
  県
　
山
崎
　
一
美

大
  阪
  府
　
和
田
　
春
雄

兵
  庫
  県
　
山
本
信
一
郎

  　
　
　
　
　
　
以
上
一
五
名
 

北
  海
  道
　
橋
本
　
　
守

栃
  木
  県
　
稲
垣
　
佐
一

群
  馬
  県
　
中
沢
伸
一
郎

千
  葉
  県
　
掃
部
　
孝
司

東
  京
  都
　
廣
井
　
喜
徳

神
奈
川
県
　
山
本
　
龍
行

長
  野
  県
　
樋
口
　
哲
朗

静
  岡
  県
　
勝
俣
　
安
裕

岐
  阜
  県
　
山
下
　
　
昇

岐
  阜
  県
　
伊
藤
　
善
三

石
  川
  県
　
仲
村
　
克
己

富
  山
  県
　
中
野
　
数
雄

福
  井
  県
　
大
江
　
善
美

京
  都
  府
　
高
村
　
諄
一

兵
  庫
  県
　
細
川
　

肆

兵
  庫
  県
　
土
井
　
博
勝

広
  島
  県
　
平
石
　
　
博

福
  岡
  県
　
本
司
　
連
勝

熊
  本
  県
　
徳
山
　
法
充

鹿
児
島
県
　
原
田
　
孝
造

  　
　
　
　
　
　
以
上
三
〇
名
 

愛
  知
  県
　
大
矢
　
輝
浩

愛
  知
  県
　
加
藤
大
太
郎

愛
  知
  県
　
加
藤
　
治
幸

愛
  知
  県
　
柴
田
　
道
夫

愛
  知
  県
　
高
栁
　
末
夫

愛
  知
  県
　
武
田
　
和
宏

愛
  知
  県
　
中
村
　
文
男

愛
  知
  県
　
西
脇
　
由
良

長
  野
  県
　
唐
沢
　
健
児

長
  野
  県
　
佐
々
木
和
利

長
  野
  県
　
依
田
　
　
巖

愛
  知
  県
　
市
川
　
教
一

愛
  知
  県
　
伊
藤
　
嘉
彦

北
  海
  道
　
福
田
　
　
稔

神
奈
川
県
　
星
野
軍
三
郎

神
奈
川
県
　
谷
口
　
昭
一

神
奈
川
県
　
泉
　
　
清
二

長
  野
  県
　
桑
澤
　
英
晴

全
浴
連
設
立
　
周
年
記
念
式
典

５０
受
賞
者
氏
名
（
敬
称
略
）

五
〇
周
年
記
念
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

平
成
二
〇
年
度
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
表
彰

平
成
二
〇
年
度
全
浴
連
理
事
長
表
彰

　
Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
の
金
沢

駅
で
下
車
し
て
駅
前
の
タ

ク
シ
ー
に
乗
る
と
５
～
６

分
ほ
ど
で
「
諸
江
の
湯
」

に
到
着
す
る
。
早
朝
６
時

か
ら
深
夜
２
時
ま
で
営
業

し
て
い
る
と
い
う
中
で
、

ご
主
人
の
松
永
日
出
男
さ

ん
か
ら
早
速
、
脱
衣
場
、

浴
室
な
ど
を
案
内
し
て
い

た
だ
い
た
。

　
昭
和
　
年
に
現
在
地
を

５７

購
入
、
「
諸
江
の
湯
」
を

は
じ
め
た
。
松
永
さ
ん
は

地
元
の
高
校
を
卒
業
後
、

大
阪
市
内
の
豆
腐
屋
、
水

道
設
備
の
会
社
を
つ
と
め

た
後
、
銭
湯
業
に
専
念
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
元
々
は
祖
父
が
は
じ

め
て
一
時
期
は
市
内
に
銭

湯
を
６
軒
も
っ
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
長
兄
が
市
内

で
銭
湯
を
や
っ
て
お
り
、

次
男
の
私
は
こ
こ
『
諸
江

の
湯
』
と
野
々
市
と
い
う

所
で
『
御
経
塚
の
湯
』
を

経
営
し
て
ま
す
が
多
忙
な

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
」

と
明
る
く
笑
う
。

　
駅
か
ら
近
い
う
え
に
当

時
は
坪
単
価
が
安
か
っ
た

の
で
土
地
を
購
入
し
て
始

め
た
「
諸
江
の
湯
」
だ
が
、

周
辺
の
環
境
も
当
時
と
様

変
わ
り
し
て
い
る
、
と
い

う
。
　
「
二
代
目
の
父
が
　
歳
４２

で
亡
く
な
り
、
長
兄
は
三

代
目
と
し
て
銭
湯
を
や
っ

て
ま
す
が
『
諸
江
の
湯
』

の
初
代
と
し
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

る
。
　
早
朝
６
時
か
ら
深
夜
２

時
ま
で
の
営
業
と
い
う
毎

日
だ
が
「
４
時
間
の
中
で

浴
槽
、
カ
ラ
ン
を
清
掃
、

湯
を
わ
か
し
た
り
、
パ
ー

ト
の
方
と
一
緒
に
汗
を
流

し
て
い
ま
す
が
、
お
陰
様

で
入
浴
客
の
評
判
も
良

く
、
癒
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
松
永
さ
ん
。

　
地
域
の
健
康
サ
ロ
ン
を

め
ざ
し
て
い
る
、
と
の
こ

と
だ
が
ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て

定
期
的
に
　
歳
以
上
の
お

６５

年
寄
り
を
対
象
に
「
お
き

が
る
健
康
体
操
」
を
実
施

し
て
い
る
。

　
「
諸
江
の
湯
」
は
「
健

康
と
地
球
に
優
し
い
暮
ら

し
、
ロ
ハ
ス
ラ
イ
フ
を
意

識
し
、
心
地
よ
い
時
間
、

交
流
と
安
ら
ぎ
を
入
浴
客

に
提
供
し
て
み
た
い
。
銭

湯
は
心
と
体
の
休
息
空
間

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
が
、
環
境
に

配
慮
し
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
を
取
得
し
て
い
る
（
ロ

ビ
ー
に
は
認
証
登
録
証
明

書
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
）
。

　
日
替
わ
り
湯
（
コ
エ
ン

ザ
イ
ム
Ｑ
　
、
ラ
ベ
ン
ダ

１０

ー
、
じ
っ
こ
う
、
か
じ
め

な

ど

毎

日
、
日

替

わ

り
）
、
無
料
サ
ウ
ナ
、
ネ

オ
ン
風
呂
な
ど
メ
ニ
ュ
ー

が
豊
富
に
そ
ろ
っ
て
い
る

の
が
う
れ
し
い
。

　
市
内
に
は
現
在
、
銭
湯

が
　
軒
あ
る
が
、　

歳
以

３６

６５

上
の
お
年
寄
り
を
対
象
と

し
た
「
ふ
れ
あ
い
入
浴
」

と
し
て
一
人
年
間
　
枚
が

２２

配
布
さ
れ
、
お
年
寄
り
は

　
円
で
入
浴
で
き
る
。
地

１００元
で
あ
る
金
沢
市
か
ら
浴

場
に
対
し
て
年
間
８
０
０

０
万
円
の
補
助
が
あ
る
と

い
う
。

　
昭
和
　
年
４
月
生
ま
れ

２５

で
今
年
　
歳
に
な
っ
た
松

５８

永
さ
ん
だ
が
「
家
庭
の
お

風
呂
で
は
味
わ
え
る
こ
と

が
出
来
な
い
魅
力
を
持
っ

て
い
る
の
が
銭
湯
で
す
。

ま
さ
に
心
と
体
の
休
息
空

間
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

力
強
く
話
し
て
く
れ
た
。

　
石
川
県
組
合
の
理
事
長

で
も
あ
る
が
充
実
し
た
毎

日
を
す
ご
し
て
い
る
様
子

だ
。

唖

愛

阿

挨
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こ
こ
ろ
と
カ
ラ
ダ
の
休
息
空
間

地
域
の
健
康
サ
ロ
ン
め
ざ
す

石
川
県
金
沢
市「
諸
江
の
湯
」

（

）

石
川
県
金
沢
市
諸
江

町
中
丁
一
八
〇
番
地

三電
話
〇
七
六
・
二
三

一
・
六
八
一
五

五
〇
周
年
記
念
全
浴
連
理
事
長
感
謝
状

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、

「
ゆ
」
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
、

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
商
標
登
録
　
第
２
４
０
７

３
９
９
号
　
平
成
４
年
４
月

　
日
登
録
済

３０

公
衆
浴
場
　
　
　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

表彰風景

平成２０年８月１日現在



風呂長寿のクスリ

☆アオシマチュウジ

風
呂
屋
の
オ
ヤ
ジ
の
番
台
ブ
ロ
グ

広
場

今
月
の
詩

  　（３） （毎月１回１日発行） （第３種郵便物認可） 全 国 浴 場 新 聞 平成２０年８月１日 第４６９号

高
校
の
屋
上
が
借
り
ら
れ

た
の
で
、
そ
こ
で
花
火

だ
」
。

　
団
扇
を
持
っ
た
五
〇
代

の
男
性
が
入
っ
て
き
た
。

「
お
や
、
花
火
の
ウ
チ
ワ

で
す
ね
」

「
う
ん
、
仕
事
か
ら
帰
っ

て
き
た
ら
地
下
鉄
の
駅
で

く
れ
た
ん
だ
。
そ
れ
に
し

て
も
押
上
駅
が
す
っ
ご
く

「
キ
リ
ビ
…
…
」

「
エ
ッ
…
？
」

「
キ
リ
ビ
よ
ッ
」

　
ご
一
緒
の
方
が
「
テ
レ

ビ
で
見
る
の
よ
」
と
通

訳
？
　
し
て
く
れ
た
。

　
う
ー
ん
、テ
レ
ビ
か
あ
、

ゴ
メ
ン
ネ
。
オ
レ
、
耳
が

遠
く
な
っ
た
か
な
。

　
六
〇
代
の
男
性
、
「
こ

れ
か
ら
仲
間
と
一
緒
に
Ｈ

と
早
め
に
お
見
え
に
な

る
。

「
お
や
、
早
い
で
す
ね
」

「
そ
っ
、
花
火
だ
も
ん

…
…
」

　
こ
ん
な
お
客
さ
ん
が
多

い
の
で
あ
る
。
八
〇
過
ぎ

の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
出
て
き

た
。

「
花
火
は
ど
こ
で
見
る
ん

で
す
か
？
」

鳴
り
響
き
、
夜
空
を
絢
爛

・
華
麗
な
花
火
が
大
き
く

彩
っ
て
い
く
。
そ
し
て
猫

も
シ
ャ
ク
シ
も
花
火
へ
花

火
へ
と
な
び
い
て
い
く

―
。

　
例
年
そ
う
な
ん
だ
が
、

花
火
の
始
ま
り
と
と
も
に

湯
屋
の
客
足
が
遠
の
く
。

常
連
さ
ん
は
花
火
の
前
に

風
呂
へ
入
っ
て
し
ま
お
う

（
オ
ヤ
ジ
余
計
な
こ
と
だ

ぜ
）
カ
ッ
プ
ル
が
お
見
え

に
な
っ
た
。

「
こ
れ
か
ら
花
火
に
い
く

ん
だ
け
ど
、
ど
こ
が
い
い

の
か
な
あ
」

　
ど
こ
が
い
い
か
、
ね
え

―
。
そ
う
い
え
ば
当
湯

で
も
四
年
ほ
ど
前
ま
で
、

屋
上
に
テ
ー
ブ
ル
・
イ
ス

を
並
べ
、
提
灯
を
ぶ
ら
さ

げ
て
即
席
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

の
よ
う
な
雰
囲
気
で
花
火

見
物
を
し
ま
し
た
な
あ
。

知
り
合
い
や
お
客
さ
ん
を

呼
ん
で
ね
。
し
か
し
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
す
る

よ
う
に
な
り
、
年
々
花
火

が
見
に
く
く
な
っ
た
の
で

し
ぜ
ん
と
止
め
て
し
ま
っ

た
ん
だ
が
、
そ
れ
を
今
で

も
や
っ
て
い
た
ら
「
お
客

さ
ん
、
う
ち
の
上
で
見
な

さ
い
よ
」
と
言
え
た
ん
だ

け
ど
ね
え
。

　
八
時
半
、
花
火
が
そ
ろ

そ
ろ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に

さ
し
か
か
っ
た
よ
う
だ
。

脱
衣
場
で
も
フ
ロ
ン
ト
で

も
花
火
の
テ
レ
ビ
を
掛
け

て
お
く
。「
独
占
隅
田
川

花
火
大
会
、
下
町
・
浅
草

に
咲
け
豪
華
二
万
発
。
天

込
ん
で
い
る
ん
だ
、
ホ
ー

ム
か
ら
表
へ
出
る
ま
で
二

〇
分
も
掛
か
っ
ち
ゃ
っ
た

ん
だ
か
ら
ね
え
。
押
上
に

こ
ん
な
に
大
勢
の
人
間
が

い
た
の
か
と
驚
い
ち
ゃ
っ

た
よ
。
花
火
は
ス
ゴ
イ
ね

え
」

「
ま
だ
五
時
だ
っ
て
い
う

の
に
も
う
人
が
ゾ
ロ
ゾ
ロ

歩
い
て
る
よ
。
浴
衣
姿
が

多
い
ん
だ
よ
ね
ぇ
。
今
の

人
は
浴
衣
は
花
火
の
日
に

着
る
も
ん
に
な
っ
て
ん
だ

ね
」
は
、
七
〇
前
後
の
ご

近
所
の
ダ
ン
ナ
。

　
時
折
見
え
る
三
〇
代

の
、
ご
夫
婦
の
よ
う
な
、

そ
う
で
も
な
い
よ
う
な

　
六
時
、
ま
だ
暮
れ
や
ま

ぬ
夏
空
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
う
な
っ
て
飛
ん
で
い
る

（
当
り
前
だ
、
静
か
に
飛

ん
で
い
た
ん
じ
ゃ
あ
サ
マ

に
な
ら
な
い
）
。

　
今
日
は
江
戸
時
代
か
ら

続
く
下
町
の
夏
の
風
物
詩

で
あ
る
隅
田
川
花
火
大
会

で
あ
る
。
風
物
詩
な
ど
と

い
う
情
緒
の
あ
る
言
葉
よ

り
一
大
饗
宴
と
表
現
し
た

ほ
う
が
よ
さ
そ
う
な
す
ご

い
賑
わ
い
の
一
夜
で
あ

る
。
当
湯
か
ら
隅
田
川
の

会
場
ま
で
は
二
キ
ロ
も
あ

る
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
場

所
で
も
轟
音
と
い
う
か
炸

裂
音
が
至
近
弾
の
よ
う
に

鞍
杏

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

空
に
輝
く
光
の
タ
ワ
ー
、

江
戸
か
ら
続
く
光
の
宝

石
」
と
歌
い
文
句
も
華
々

し
い
。

　
そ
ん
な
と
こ
ろ
へ
湯
上

が
り
で
出
て
き
た
四
〇
代

の
男
性
。

「
オ
ヤ
ジ
さ
ん
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

を
掛
け
て
よ
。
ボ
ク
は
花

火
よ
り
野
球
な
ん
だ
」

「
野
球
？
　
一
〇
対
一
で

巨
人
が
中
日
に
負
け
て
る

よ
」

「
そ
う
ッ
。
前
に
番
台
日

記
で
見
た
ん
だ
け
ど
、
オ

ヤ
ジ
さ
ん
は
ア
ン
チ
巨
人

な
ん
だ
っ
て
ね
え
」

「
ウ
ン
、
お
客
さ
ん
が
ほ

と
ん
ど
が
巨
人
フ
ァ
ン
だ

か
ら
大
き
な
声
じ
ゃ
言
え

な
い
ん
だ
け
ど
ね
」

「
そ
う
ッ
、
実
は
ボ
ク
も

そ
う
な
ん
で
す
よ
。
ボ
ク

は
今
や
っ
て
る
中
日
な

の
」

「
ヘ
～
ッ
、
め
ず
ら
し
い

…
…
」

　
九
時
が
鳴
っ
た
。
二
万

発
の
花
火
も
打
ち
上
げ
だ

な
。
お
客
さ
ん
花
火
帰
り

に
来
て
く
れ
る
か
な
あ

―
。

（
東
京
都
組
合
）
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隅
　
田
　
川
　
花
　
火

星
野
　
剛
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小
谷
　
早
苗

枇
杷
の
木

偐
神
は
細
部
に
宿
る
だ
と
し
た
ら
サ
タ
ン
も

細
部
に
宿
る
や
も
し
れ
ん
做

　
と
い
う
年
令
を
考
え
る
だ
け
で
も
何
か
問
題
あ
り
そ
う
で

４０問
題
も
な
く
順
調
で
あ
る
だ
け
が
人
生
だ
ろ
う
か

一
足
の
距
離
か
ら
近
づ
か
な
い
限
り
決
し
て

傷
つ
か
な
い
が

友
情
も
生
ま
れ
な
い
し
愛
情
だ
っ
て
手
に
入
れ
る
こ
と
は
出

来
な
い

後
悔
だ
っ
た
り

胸
キ
ュ
ン
の
思
い
は
考
え
る
潤
滑
油
の
役
目
か
も
し
れ
ん

ご
ま
か
し
の
な
い
完
璧
主
義
は
疲
れ
て
し
ま
う

や
っ
ぱ
り
人
間
っ
て
成
長
す
る
。
自
分
も
成
長
す
る

相
手
も
成
長
す
る

そ
し
て

あ
る
日
、
周
り
の
風
景
に
ハ
ッ
と
驚
嘆
す
る

全
力
あ
げ
て
伸
び
よ
う
と
す
る
枇
杷
の
木
み
た
い
に

（
鳥
取
市
・
元
湯
温
泉
）

泉

定
ま
ら
な
い
優
し
さ
が
私
の
内
部
で
泣
い
て
い
る

祈
り
の
よ
う
な

さ
さ
や
か
な
日
常
風
景
を

薄
紅
色
の
さ
ざ
波
や
常
緑
の
き
ら
め
き
を

や
が
て
は
死
ん
で
い
く
存
在
の
す
べ
て
を

時
を
こ
え
て
詩
の
世
界
の
一
つ
一
つ
を
作
り
上
げ
て
い
く

星
の
か
が
り
火
の
よ
う
に
心
の
小
窓
を
明
け
放
つ

た
と
え

明
日
は
う
つ
ろ
え
ど
日
付
け
は
静
か
に
か
が
や
か
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
…

秋
め
い
て
い
く
雲
は
彼
方
に
垂
直
に
立
っ
て
い
る

　
　

山
田
　
博
史

て
、
高
齢
で
事
業
意
欲
が
な

い
人
に
は
お
勧
め
で
す
が
、

金
融
機
関
と
し
て
は
コ
ス
ト

を
か
け
て
部
門
を
開
設
す
る

魅
力
に
欠
け
る
と
い
う
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。
希
望
に
燃

え
た
女
性
総
合
職
の
夢
は
か

な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

早
々
に
寿
退
社
し
個
人
的
な

夢
は
し
っ
か
り
か
な
え
た
よ

う
で
す
。

額
に
達
成
し
て
し
ま
い
、
融

資
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
リ
ス
ク

で
あ
り
、
不
動
産
価
格
の
低

下
は
契
約
期
間
中
に
担
保
割

れ
を
引
き
起
こ
し
、
金
利
上

昇
で
利
息
込
み
の
借
入
元
利

金
が
増
加
し
、
同
様
に
担
保

割
れ
を
起
こ
す
リ
ス
ク
で

す
。
　
ま
た
、
家
族
に
家
・
土
地

を
継
承
さ
せ
た
い
と
い
う
日

本
人
特
有
の
不
動
産
へ
の
思

い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
係
累
が
な
く
、
不
動
産
だ

け
は
広
大
に
所
有
し
て
い

の
出
費
へ
の
対
応
策
と
し

て
、
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ

の
柔
軟
性
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
　
日
本
で
実
施
さ
れ
た
の
は

昭
和
五
十
六
年
で
、
東
京
都

武
蔵
野
市
が
最
初
に
こ
の
制

度
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
制
度
が
根
付
か
な
か
っ
た

理
由
と
し
て
、
①
長
寿
化
②

不
動
産
価
格
低
下
③
金
利
上

昇
の
３
つ
の
商
品
固
有
の
リ

ス
ク
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。
長

寿
化
は
、
利
用
者
が
存
命
中

に
借
入
残
高
が
不
動
産
評
価

し
て
い
る
不
動
産
を
担
保
に

し
て
、
年
金
の
よ
う
な
形
で

毎
月
の
生
活
資
金
を
受
け
、

住
み
慣
れ
た
自
宅
を
手
放
さ

ず
に
住
み
な
が
ら
、
老
後
の

生
活
資
金
を
受
け
取
れ
る
制

度
で
す
。

　
現
在
の
日
本
の
財
政
を
考

え
る
と
、
社
会
保
障
費
負
担

は
逓
増
傾
向
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
で
し
ょ
う
。
高
度
先

進
医
療
の
普
及
な
ど
、
医
療

費
に
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
必

要
と
な
る
可
能
性
も
出
て
来

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
突
然

生
活
を
送
る
た
め
の
生
活
資

金
を
定
期
的
に
あ
る
い
は
一

時
的
に
融
資
し
、
契
約
終
了

時
（
死
亡
・
転
居
な
ど
）
に

そ
の
担
保
と
し
た
不
動
産
あ

る
い
は
そ
の
他
の
金
融
資
産

を
も
っ
て
一
括
返
済
を
行
な

う
制
度
の
総
称
で
す
。

　
つ
ま
り
、
自
宅
な
ど
不
動

産
は
持
っ
て
い
て
も
、
現
金

収
入
が
少
な
く
、
老
人
で
あ

る
た
め
の
将
来
不
安
や
病

気
、
不
測
の
事
態
に
対
す
る

怯
え
の
た
め
蓄
え
を
崩
せ
な

い
高
齢
者
が
、
自
分
の
保
有

包
括
的
に
説
明
す
る
と
長
く

な
り
ま
す
が
、
こ
の
制
度
は

公
的
・
民
間
の
金
融
機
関
・

住
宅
メ
ー
カ
ー
や
国
、
地
方

自
治
体
な
ど
が
主
体
的
と
な

り
、
高
齢
者
が
所
有
（
居
住
）

す
る
住
宅
及
び
土
地
な
ど
の

不
動
産
等
を
担
保
と
し
て
、

生
活
資
金
や
医
療
費
等
に
充

当
す
る
資
金
や
ゆ
と
り
あ
る

思
い
が
心
の
片
隅
に
有
り
、

昔
が
懐
か
し
く
「
は
っ
」
と

し
た
思
い
で
し
た
。
高
度
成

長
の
中
、
企
業
融
資
を
無
我

夢
中
で
推
進
し
、
す
っ
か
り

忘
れ
て
し
ま
っ
た
融
資
制
度

で
し
た
。

　
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
と

い
う
言
葉
に
つ
い
て
で
す

が
、
リ
バ
ー
ス
と
は
「
逆
の
」

あ
る
い
は
「
反
対
の
」
、「
モ

ー
ゲ
ー
ジ
」
は
「
抵
当
」、「
担

保
」
と
い
う
意
味
を
表
し
て

い
ま
す
。「
リ
バ
ー
ス
モ
ー

ゲ
ー
ジ
」
は
直
訳
す
れ
ば
「
逆

抵
当
」
と
な
り
、「
逆
抵
当
融

資
」
や
「
住
宅
担
保
年
金
」

と
和
訳
さ
れ
て
、
一
般
的
に

は
、「
長
期
生
活
支
援
資
金

貸
付
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
を

　
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
が

高
齢
化
社
会
到
来
と
年
金
制

度
崩
壊
危
機
で
再
び
、
近

年
、
脚
光
を
浴
び
て
き
ま
し

た
。
東
京
の
下
町
、
墨
田
区

の
信
用
金
庫
の
支
店
の
支
店

長
の
時
代
に
大
卒
の
女
性
の

新
入
職
員
が
配
属
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
早
速
支
店
長
と
し

て
面
接
・
面
談
を
し
た
。「
総

合
職
と
し
て
、
金
融
機
関
に

就
職
し
た
わ
け
で
す
が
、
将

来
的
な
夢
と
か
希
望
が
あ
る

ん
で
す
か
？
」
と
質
問
し
た

と
こ
ろ
「
日
本
の
中
小
金
融

機
関
に
お
け
る
リ
バ
ー
ス
モ

ー
ゲ
ー
ジ
制
度
を
確
立
し
た

い
」
と
い
う
答
え
で
し
た
。

私
自
身
、
若
い
頃
に
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
リ
バ
ー
ス
モ
ー

ゲ
ー
ジ
に
つ
い
て
勉
強
し
、

日
本
で
も
根
付
け
ば
と
い
う

再
び
脚
光
を
浴
び
て
き
た

リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
は
定
着
す
る
か

　
東
浴
信
用
組
合

監
査
部
長
　

（

）

区
狗

吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
吟
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東
京
都
老
人
総
合
研
究
所

で
は
、
尿
失
禁
で
お
困
り
の

女
性
高
齢
者
の
方
々
を
対
象

に
尿
失
禁
予
防
教
室
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
約

半
数
の
方
々
の
失
禁
が
改
善

し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
３
カ
月
間
開

催
さ
れ
、
骨
盤
底
筋
体
操
等

の
運
動
や
医
学
的
教
育
・
相

談
・
栄
養
指
導
が
包
括
的
に

提
供
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
効

果
の
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
方

に
は
適
切
な
医
療
機
関
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
お
話
で
は
、

「
最
初
は
恥
ず
か
し
か
っ
た

け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
と
効
果

が
現
れ
て
き
て
、
尿
漏
れ
の

心
配
な
く
外
出
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
こ

と
で
、
教
室
に
参
加
し
て
本

当
に
よ
か
っ
た
と
お
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
例

で
す
が
、
適
切
な
対
処
を
す

れ
ば
尿
失
禁
は
改
善
し
、
悩

み
な
く
、
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
尿
失
禁
で
お

困
り
の
皆
さ
ん
、
あ
き
ら
め

ず
に
体
操
を
始
め
て
み
ま
し

ょ
う
！

あ
き
ら
め
ま
せ
ん
外

尿
失
禁
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
②

元
気
の
秘
訣
鎧
実
践
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

　
今
回
の
実
践
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
、
一
人
で
も
で
き
る
尿

失
禁
予
防
体
操
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
こ
の
体
操
を
３

カ
月
間
試
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
も
効
果
が
み
ら
れ
な

い
と
き
に
は
、
泌
尿
器
科
の

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
尿
失

禁
に
対
す
る
医
療
は
、
薬
物

療
法
、
電
気
療
法
、
手
術
療

法
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
高
年
の
女
性
に
多
い
尿

失
禁
は
重
大
な
問
題
で
、
当

事
者
は
気
分
が
ふ
さ
ぎ
込
ん

で
し
ま
い
が
ち
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
外
出
先
で
の
尿

も
れ
の
心
配
か
ら
、
外
に
出

る
機
会
が
少
な
く
な
り
、

徐
々
に
体
力
の
低
下
を
き
た

し
て
、
介
護
を
必
要
と
す
る

よ
う
な
状
態
に
陥
っ
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、ご
安
心
下
さ
い
。

尿
失
禁
は
改
善
し
ま
す
。ま

ず
は
準
備
運
動
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
外
　
　

尿失禁
予防体操

尿
失
禁
は

改
善
可
能
で
す
。

あ
き
ら
め
な
い
で
、

体
操
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
外

骨
盤
底
筋
を
　

鍛
え
ま
し
ょ
う

尿失禁
予防体操

一口メモ：

尿失禁予防体操を試

してみましょう。

改善しないときには

専門医に相談してみ

てください

骨盤底筋運動のコツ

①リラックスして、体の力を抜いて行いましょう

②力を入れたときも呼吸を止めずに行いましょう

③肛門や尿道をおなかの中に吸い込む感じで力を入れましょう

④力を入れている時間の２倍の時間を休んでから行いましょう

）

東
浴
広
報
誌

１
０
１
０
　
号
よ
り
転
載

７２
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